
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― な す

徒長させない !
なすは、節々に実を付けていく作物です。
その節間が伸びてしまうと、その分実付きが悪くなります。
生育の初期の段階から節間を間伸びさせないよう、「アグリボ」を使いましょう。

栽 培 暦 アグリボEX 森 羅 ワ ン ポ イ ント

播 種

接 木 接木後

10日間隔2回
500倍 潅水散布 まずは健苗育成。

徒長を抑えて根張り良く！

定 植
定植前
または
定植後

1,000倍 どぶ漬け

2,000倍 株元潅水施用

いよいよ定植。「アグリボ」で
上手に活着させよう！

定植後

10日間隔3回
1,000倍 葉面散布 とにかく

「 徒長させない」ために！

収穫開始

実の成りが
多 い 時

月に2～3回 100坪当たり
50g 潅水施用 実の成りが多い時は、

「 森羅 」の潅水。

ホルモン剤の単果処理
時に、「アグリボEX」を1,000倍
で、ホルモン剤(通常濃度)と混用して
ください。ホルモン剤の濃度を濃く
すると、ガク割れの原因になります
ので注意しましょう。

ボケなす対策 ! 
水分の吸収や転流が悪くなると、
ボケなす果が発生しやすくなります。
水分を吸収できる根作りと、果実への
転流を充実させるために、「アグリボ
EX」を散布してください。

高温時の潅水に、森羅!
高温時の潅水は、どうしても徒長
しやすくなりますので、「森羅」を
100坪当たり50g潅水施用して
ください。

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。
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